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2021年 11月 16 日 

各位 

平和不動産株式会社 

木造ハイブリット構造 新築プロジェクト 

建物名称「KITOKI」決定と内外デザインのご紹介 

平和不動産株式会社（代表取締役社長：土本清幸）は、当社が推進する日本橋兜町・茅場町再活性化

プロジェクトにおいて、2022年 3月末日竣工予定の（仮称）兜町 85プロジェクト建物名称を決定しま

したのでお知らせいたします。また、木の活用に関する詳細やオフィスのデザイン方針についてもご

紹介いたします。 

「KitoKi」 

木・樹の魅力を有機的に活用します。 

構造体や内外装に加え、型枠材の加工・二次利用。 

そして、街づくりタグライン「起点であり、輝点となる。」、 

期待、希望、歓喜、好機、黄金色… 

この街にあふれる KIをつなぐ場になる。 

そのような想いを実現します。 

■プロジェクトのこれまでのプレスリリース

1）国土交通省「令和 2年度サステナブル建築物等先導事業（木造

先導型）採択事業 

2）東証上場の森との連携

3）サーキュラーエコノミーの取り組み

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/88030/e95cd5c5/9f1b/4b6f/969c/95fb24097f36/140120201210433365.pdf 

外観イメージパース 

外観パース 
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■自然を取り入れた有機的なデザイン 

 木材を多用した自然を感じられるデザインによって、温かみのある空間を生み出します。 

 

1） 木型枠をより魅力的に活用する（外観を印象付ける 4本の柱） 

1～3階の SRC型枠には国産材である屋久杉を NC加工機（数値制御による加工機械）にてデザ

インデータを入力、加工した木型枠を採用しています。独自のデザインで加工された凹凸がコ

ンクリート打設時に転写され、従来のコンクリート柱に比べて、表面を有機的で柔らかな表情

に仕上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンクリート柱の表面は一般的な無機質なものではなく自然の法則で生まれた有機的な模様を追

求し、それぞれ 1本ずつ樹皮の模様をベースとしつつ、縁起をかつぐ兜町にちなみ縁起の良い意味

を持つ昆虫の羽（カブトムシ、トンボ、テントウムシ、バッタ）の模様を混ぜ込んでデザインして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NC 加工機による加工後の型枠材 脱型後のコンクリート柱（現場写真） 

トンボは故事から、強い

虫、縁起の良い虫という

ことで勝虫と呼ばれ、兜

の前立てや武具に用いら

れました。前へ前へと飛

ぶことから勇猛果敢で勝

負強い虫として勝利を呼

ぶ虫といわれています。 

カブトムシは幸運を象徴

する昆虫だと言われま

す。「カブト」の由来は

「兜」であるといわれ、

さらに兜はギリシャ神話

の「ヘラクレス」の逸話

から生まれたとされま

す。コガネムシ（黄金

虫）科。 

テントウムシは漢字では

「天道虫」と書き、「お天

道様の虫」という意味を

持つ。これは太陽に向か

って飛んでいくことか

ら、太陽神の使いの虫で

あると考えらえれたこと

に由来しているとされま

す。 

バッタは中国では慶事、

幸運、豊穣、美徳の象徴

とされている。イギリス

ではロンドン為替取引所

を設立した、トマス・グ

レシャム（グレシャム

家）の象徴はバッタ 
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2） コンクリート柱に使用した型枠木材の転用（サーキュラー・エコノミー） 

 

低層部の型枠に活用した木材は、脱型後、その特徴的な凹凸を活かしてアートピースやベン

チなどの一部として転用するという取り組みも行います。 

従来のように型枠として使用後は木目・節がつまり廃棄される木材型枠を廃棄物とせず最後

まで活用する、サーキュラー・エコノミーを実践し、循環型社会に寄与してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 魅せる丸太梁の採用（木材の活用を推進する新技術の採用） 

エントランス部分を含む 1～3階部分の梁には、秋田県産の栗の木を丸太のまま使用します。通

常、広葉樹の天然乾燥には数年の期間が必要とされますが、改質水と抗火を使った日本初の木

材乾燥機「woodbe(ウッドビー)」を用いて人工乾燥させることで、乾燥期間の大幅な圧縮とコ

スト削減が可能となります。木材活用の可能性を拡げる NC 加工機と木材乾燥機、それぞれ最新

の木材関連技術についても積極的に活用しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銘木協同組合へ訪問し選定した栗の木 栗の木の丸太採用箇所 
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■バイオフィリックデザインオフィス 

 “人間にはもともと生物や生気に引きつけられる心理的傾向がある“というバイオフィリア仮説に

基づいた空間デザインの手法を「バイオフィリックデザイン」といいます。バイオフィリックデザイン

を職場環境に取り入れることで、従業員の生産性や企業価値の向上、職場の雰囲気の改善等につなが

るとする研究も報告されています。 

本計画のオフィスではオフィス内の木質化だけでなく、バイオフィリックデザインを取り入れ、よ

り心地よく働ける環境をセットアップしご提供いたします。 

全フロア開放可能なバルコニーも設置。自然の空気を取り入れ、適切な換気をおこなえることでコ

ンパクトながら安心して利用できる空間としております。 

 

 セットアップオフィスは自然の３つのテーマを設定。心地よいオフィス空間の提案をして、お好み

のフロアを選んで頂けるように構成しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なびくカーテンや揺れる植栽、チェアの

編み込みが風を感じさせる要素に。ベラ

ンダが広い区画であり、且つ緑量も感じ

られ、より外の風や光を中に取り込む。

優しい木目×ホワイト×グリーンで明

るく爽やかなフロアに。 

湧水や滝什器の水音を聴きながら、居場

所を選び自分のペースで落ち着いて仕

事ができるフロア。照明も水の揺らめき

が特徴的なものをセレクト。芝や砂利の

ようなカーペットや小上がりは、どこか

日本らしさを感じさせる要素に。水音は

マスキング効果も生み出し、人との距離

を心地よくします。 

木の温かみをふんだんに落とし込む。 

幹のしっかりとしたシンボルツリーを

囲む、執務しやすい突板のデスク。一本

の木から切り出した耳付きの天板、ソフ

ァセットの脚元はウッドチップをひき、

足裏で感触を、耳で音を楽しむ。五感を

使って木質を楽しめるフロアに。 
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■再活性化プロジェクトにおける位置づけ                                       

この場所は 2021 年 8 月に竣工を迎えた再開発ビル KABUTO ONE のすぐ西側に位置しており、KABUTO 

ONE中心部にある歩行者用貫通通路に面する場所です。来街者からは、KABUTO ONE に直結（2022 年 12

月予定）する地下鉄茅場町接続通路からエスカレーターで地上にあがると目の前に現れる建物であり、

小規模の店舗が立ち並ぶエリア内側との結節点としての役割を担います。 

当社では木質の採用、バルコニーからあふれる緑、1階の店舗賑わいを設えることで、心地よい気持

ちで街を歩いていただく一助となれるよう、各種コンテンツを意識してつくりあげています。 

今後も渋沢栄一の「コト始め」の精神に寄り添い、新しい価値を生み出し、すべての挑戦が輝く街を

目指して、この街ならではの取り組みを進めてまいります。 

 

 

 

■KITOKI物件概要 

所 在 地：東京都中央区日本橋兜町 8番 5号 

交 通：東京メトロ東西線「茅場町駅」徒歩 1分 

延床面積：約 296 坪 

用 途：店舗・事務所 

構 造：木造ハイブリッド構造（SRC+木造） 

規 模：地上 10階 

建 築 主：平和不動産株式会社 

設計・監理：株式会社 ADX 

施 工：株式会社 ADX 

工 期：2020 年 12 月～2022年 3月末日（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

屋上には館内の方が誰でも使える屋上

空間を整備。屋上菜園の実施やキッチン

も完備し、社内のチームビルディングに

も活躍の一助となる効果に期待。 

一人ワークや打合せが可能なスペース

も整備します。 

 

屋上菜園 
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■日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクト 街づくりタグライン  

https://www.heiwa-net.co.jp/news/filedownload.php?name=67b78ebdeabb81a8ece33e18f85cafe2.pdf 

2021 年 8 月には日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクト街づくりタグライン「起点であり、輝点

となる。」を発表。渋沢栄一のコトはじめの精神に寄り添い、新しい価値を生み出す街を目指して、こ

の街ならではの魅力を創り出しています。当社は、今後も日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクトを

加速させ、「コト始め=起点の街」の価値と魅力を発信しつつ、日本橋兜町・茅場町がさらなる未来へ向

かう人々の情熱の起点となり、すべての挑戦が輝く街を目指します。 

 

■日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクト 街づくりタグラインロゴ  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

■日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクト SDGs（持続可能な開発目標）への取り組み 

 ハード、ソフト、情報など多様な側面から、サステナブルな社会の実現に貢献する具体的な取り組み

を実現させていきます。                                                       

 

 

 

 

 

 

 

※その他日本橋兜町・茅場町再活性化プロジェクト情報発信サイト 

□Kontext：https://kontext.jp/ 

□兜 LIVE!：https://kabuto-live.com/ 

□FinGATE：https://www.fingate.tokyo/ 

以 上 

 

 

 

 

街をつなぐ、黄金色のタスキ 

「コト始め」の情熱をつなぐ街として、 

人と人、人と街、時代と時代をつないでいく象徴として、黄金色のタスキを掲げ、

街づくりにいかしていきます。 

黄金色のタスキは、この街のいたるところで自在に形を変えながら、街に訪れるす

べての人々を歓迎し、つないでいきます。 

[【本件に関するお問い合わせ先】 

平和不動産株式会社 開発推進部/ビルディング事業部 

担当：伊勢谷・山中/澤永・中嶋 

TEL 03-3661-7771/03-3666-0185 

平和不動産は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています 

https://www.heiwa-net.co.jp/news/filedownload.php?name=67b78ebdeabb81a8ece33e18f85cafe2.pdf

